
皆様、こんにちは。

4/23の家族移動例

会、多くのみなさんとご

家族の皆様の参加を

頂き、誠に有難うござ

いました。そして親睦活

動委員会の皆さんの設

営ありがとうごさいまし

た。

そして5/1の連休中に、3クラブ合同の「大和市民

安全のつどい」のご協力も誠に有難うございまし

た。

4月もあっという間に終わり、5月に入って参りま

した。陰暦で皐月(さつき)、稲作の月で耕作をして

早苗を植える月が略され「さつき」となっているそう

です。「神に捧げる稲」という意味で5月は、農作業

にとってどれだけ重要な月なのか伺い知る事がで

きます。

ロータリー月間も5月は、青少年奉仕月間に切り

替わって参りました。昨日、大和市内中学校校長会

から、今年度も大和中RC恒例になった「青少年育

成基金」の受給校が決定しましたとの連絡が有り

ました。早速次年度に向けて基金の申請手続きを

行っていきたいと思います。

さて本日は、第6回のクラブ協議会です。次年度

のスタートは、あと2ケ月を切って参りました。次年度

入江会長エレクトの方針「会員目線で、みんなで議

論して、汗をかき、楽しく前に進むためには、どの様

な方針・計画とすべきか」をテーマにした協議会で

ありますので、みなさんの積極的な意見を出して頂

き次年度に反映させ、素晴らしい2016～17年度に

なっていきます様、みなさんのご協力をお願い申し

上げまして会長の時間を終わらして頂きます。有難

うございました。

①2016-2017年度地区補助金申請が承認されまし

た。4,226ドル4/1時点490,000円です。

②会員増強・維持の件で田中ガバナー及び佐藤委

員長より、あと2か月で増員の努力のをお願いし

たいとメッセージが届いています。

③2016-2017年度の大和青少年育成基金の対象

校が引地台中学校に決定致しました。

④大和市警察署から伊勢志摩サミットに伴う警備

の協力のお願いが届いております。

⑤4/23（土）家族例会に多数ご参加ありがとうご

ざいました。
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【 本日のプログラム 】 5月19日 卓話 「青少年育成活動の難しさ」 髙橋 政勝 会員
【 次回予告 】 5月26日 夜間移動例会 「みんなでワクワク！ ロータリー」 会場 北京飯店

【 第1809例会 】 平成28年5月12日（木） 【 司会SAA 】 小栁 智裕 君
【 斉唱 】 「君が代」 「我らの生業」 【 ソングリーダー 】 板垣 克浩 君

会員数 出席者 出席率 前々回修正 出席免除 欠席者 6名(敬称略)

43名 32名 84.21% 74.36% 11名 原嶋、引田、池澤、北島、中島、梅野

1814号

会長の時間 橋本 日吉 会長

幹事報告 辻 彰彦 幹事



⑥5/1、３クラブ合同主催の「大和市民安全のつど

い」では多数ご参加ありがとうございました。

⑦5/19（木）18:30北京飯店にて、ソウル国際大会

参加者の結団式を開催いたします。

⑧5/22（日）３クラブ協賛事業の「やまと国際交流

フェスティバル」、大和駅東プロムナード、10:30-1

5:00、ご参加よろしくお願い致します。

⑧5/26(木)の例会は夜間移動例会で北京飯店で

すので宜しくお願いします。（川名会員のイニシ

エーションスピーチ）また、大和中RC設立39周年

の記念と位置づけます。

⑨姉妹クラブ東慶州RCより6/23開催の離就任式

招聘状が届きましたので、ご報告をいします。

理事会報告

①中島会員・舘盛会員6月末で退会承認。

②規定審議会のRI定款改正に伴い大和中RC細則

改正の提案がありましたが、解釈上の問題によ

り再検討となりました。会員の皆様へは、6月初

旬の例会にて改正の審議をお願いすることとな

ります。

お祝いの方々

親睦活動委員会 長谷川 清 委員長

会員誕生日 石川 達男 君 5月13日

橋本 日吉 君 5月15日

結婚記念日 辻 彰彦 君 5月13日

舘盛 道明 君 5月18日

創業記念日 藤塚 勝明 君 5月17日

「次年度へ向けて」

入江 公敏 会長エレクト

2016～17年度 会長ターゲット

「語り合い、汗をかき、みんなで、前に、楽しく進ん

でいこう。」

本日は、次年度に向け

てのクラブ協議会です。既

に多くの委員会から活動

方針、実施計画が提出さ

れておりますが、過日の規

定審議会での大幅な規定

の改訂等で、変更を検討されている委員会もあるよ

うに思います。そうした意味からも次年度の方針を

検証する機会として、本日の協議会が内容の濃い

ものになればと思います。

まず、次年度に向けての私からの活動方針の骨

子案を申し上げた後、地区クラブ協議会にご出席

いただいた、担当理事、委員長を中心に議論を尽く

せればと考えます。また、後で気がついたり、発言す

る機会がなかった会員の皆さんには、本日、お配り

した。「次年度に向けて」意見に記入の上後ほどで

も結構ですからご提出いただけれは幸いです。

私からは、会長ターゲット及び方針の骨子案につ

いて、お話しさせていただきます。ターゲットは、「語り

合い、汗をかき、みんなで、前に、楽しく進んでいこ

う。」です。

その骨子は、冒頭の「語り合い」ですが、もちろん、

会長・委員長の発想や意見は積極的に発するべき

です。しかし、それが全てで良いのでしょうか？更に

よくするには、「詮議を尽くして、理を尽くす」であり

ます。私自身も、私欲を捨て、クラブの為や会員目

線にちゃんとなっているか、そして世の人のために

尽くせるのかを問題意識として持ち、必要があれば

早め早めによくいろいろな機会で議論するようして

いきたいと思います。

次に「汗をかき」ですが、ロータリーは、今、大きな

変化に、直面しています。また、我がクラブについて

も、出席率が、70％台を続けるなと、マインドの低下

が気になります。この結論は、一朝一夕では解決出

きないと思います。ただし、優柔不断に躊躇しなが

ら、進んでは、改善にはならないと思います。ＰＥＴの

「ＲＣのリーダーとは」という講義の中で、ＲＩ研修リー

ダーである高野孫左エ門氏は「ＲＣのリーダーは、大

きな石を綱で、皆で引っ張っている集団がいたら先

頭に引っ張っている人であり、決して横に居て指揮

棒を持ち、指示をしている人ではない」というお話を

されました。まずは、是非、皆さんと一緒に、大きな

石を、どのような道を歩むかわかりませんが、一緒

に汗をかいて引っ張っていきたいと思います。

最後の「みんなで、前に、楽しく進んで行こう。」

ですが、先日のアンケートにも、今回の要望の中に

も、ロータリーが楽しくない。との声があります。こう

した意見に逃げずに、真摯に受け止め、愚直な努

力を行っていきたいと考えます。しかし、ロータリーの

楽しさは、経験によってかなり違います。研修の充

実も必要です。例会や親睦行事は、会員が楽しめ
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ているのか、例会は、会員の親睦となっているのか。

絶えず発見していかなければなりません。そして必

要なことは、勇気を持って改善することだと考えま

す。この一年、発見、検証、決断の連続になるかも

しれませんが、クラブを良くするため、そして、みんな

が納得をして、前に、楽しく進んで行こうではありま

せんか、皆さんと一緒にがんばりましょう。

2016-17年度国際ロータリー会長

ジョン F. ジャーム

CHATTANOOGAロータリークラブ所属

米国（テネシー州）

ＲＩテーマ 「人類に奉仕するロータリー」

111年の歴史の中で、ロータ

リーは多くの人に多くの意味

を持ってきました。会員は、ロータリーを通じて友人と

出会い、地域社会とつながり、目的意識を持ち、人

びととの絆を育み、キャリアを築き、ほかでは味わえ

ない貴重な経験をしてきました。毎週、世界34,000

以上のクラブのロータリアンが、語らい、笑い、アイ

デアを分かち合うために集います。しかし、私たち

が集う一番の理由は、最も大切な目標、すなわち

「奉仕」のためです。

ロータリーの初期から、人類への奉仕はロータリー

の礎であり、主な存在理由となってきました。今日

の世界で意義ある奉仕を行う最善の道はロータリー

会員になることであると、私は信じています。また、

世界に確かな変化をもたらすために、ロータリーほ

ど優位な立場にある団体はないと考えています。さ

まざまな分野から熱心で有能な職業人が集まり、

壮大な目標を実現できる団体も、ほかにありません。

ロータリーには、世界を変える力、ネットワーク、知識

の結集があります。ロータリーに限界があるとしたら、

それは私たちが自分自身に設けている限界にすぎ

ません。

現在、ロータリーはとても大事なときを迎えていま

す。今はいろいろな意味で今後を決定づける歴

史的な節目です。私たちは力を合わせ、世界に重

要な奉仕を行ってきました。そして、今、世界の行く

末は、私たちのさらなる奉仕にかかっています。世

界でもっと大きな「よいこと」の推進力となるために、

固い決意と熱意でポリオ撲滅を成し遂げ、勢いをつ

けてロータリーをさらに前進させながら、これまでの

成功をバネに飛躍するときが来たのです。

ポリオ撲滅から私たちが学んだ多くのことの中

で、最も大切ながら最もシンプルなこと、それは、ロー

タリー全体の発展を望むなら全員が同じ方向に進

まなければならないということです。クラブ、地区、

RIのレベルにおけるリーダーシップの継続は、ロータ

リーを繁栄させ、その秘めたる可能性を最大限に発

揮する唯一の方法です。新会員の入会や新クラブ

の結成だけでは十分ではありません。私たちが目

指すのは、単にロータリアンの数を増やすことでは

なく、ロータリーによる善き活動をより多く実現させ、

将来にロータリーのリーダーとなれるロータリアンを

増やすことです。

ポール・ハリスは晩年、ロータリー設立の経緯につ

いて振り返り、次のようにつづっています。「個人の

努力は個々のニーズに向けることができます。しか

し、大勢の努力の結集は、人類の奉仕に捧げなけ

ればなりません。結集された努力に限界というもの

はありません」。いつの日か120万人以上のロータリ

アンが一体となり、ロータリー財団や各自のリソース

を駆使して人類への奉仕に取り組むことになろうと

は、ハリスも想像しなかったでしょう。そのようなロー

タリーに対してハリスがどんな奉仕を期待するのか、

私たちは想像するしかありません。「人類に奉仕す

るロータリー」の伝統を継承する名誉を授けられた

私たちには、このような奉仕を行っていく責務があ

るのです。

2016～17年度 第2780地区ガバナー

佐野 英之 (秦野RC)

2016-17 年度地区方針

ジョン・ジャーム会長エレ

クトのテーマ「人類に奉仕

するロータリー」の方針に

沿って、地区の実情を踏ま

え、2016-17 年度ガバナー

として全力を尽くしたいと

思っておりますので、御理解・ご協力を御願い致し

ます。
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ジョン・ジャームRI 会長エレクトはRI 会長賞を示

して、各クラブが会長賞の項目の実践をすることに

より、年度の目標が達成されることを強く伝えられ

ました。今年度は会長賞にある必須事項、必須項

目を更に各クラブで検討いただき、必須項目数を

達成してRI 会長賞に挑戦いただくよう進めていき

ます。

2016-17 年度はロータリー財団100 周年を迎え

ます。この１年間、地区大会、ロータリー・デ―等、様々

な行事で財団100 周年を祝い、記念行事を推進し

て、親睦と奉仕活動を実践していきましょう。

2016-17 年度地区目標

・ロータリーの３つの義務の遂行・ロータリーの戦略

計画を遂行し、継続性を重視する。

・ロータリークラブセントラルに10 個以上の目標を

設定

≪会員増強と維持≫

・少なくとも、確実に小クラブ(会員50 名以下)純

増1 名以上、大クラブ(会員51 名以上)純増2 名

以上を目指す。

・特に、①女性会員の増強／②現会員を維持し／

③40 才未満の会員の増強に力を入れる。

・新会員対策としてクラブ奉仕委員会と協力し、各

グループで２回以上の研修会を開催する。

≪公共イメージ≫

・各地のイベントとの取り組み、ポリオ撲滅キャンペー

ンの展開。

・ロータリー・デーを実施し、ロータリーの認知度の高

揚。全クラブの取り組み

・財団100 周年に就いて、各クラブイベント開催を

目指す。地元メディアに取り上げて貰う。

≪財団/米山への寄付≫

・年次寄付・・・・財団100 周年を祝い、一人当たり

200 ドル以上達成。全会員が寄付0 なしを目標。

・ポリオプラス寄付・・・財団100 周年を記念し、全

クラブ、一人当たり40ﾄﾞﾙ以上寄付。

・恒久基金（ベネファクター表彰）寄付・・・1 クラブ1

000 ドル以上

・地区から大口寄付2 名以上、メジャードナー5 名

以上、ﾎﾟｰﾙ・ﾊﾘｽ・ｿｻｴﾃｨｰ会員5 名以上を目標。

・財団100 周年を記念し、全クラブより過去5 年間

で寄付額を最高額に達成する様に努力する。

・米山記念奨学金寄付・・・一人当たり20,000 円

以上。

≪人道的奉仕≫

・各クラブがグローバル補助金又はDDF の提唱者

となるようプロジェクトの推進を図る。

・補助金管理セミナーに各クラブ1 名以上出席して

グローバル補助金の理解をする。

・各グループ内で、3 クラブ以上協力して、大規模で

注目集めるプロジェクトに挑戦する。

≪新世代≫

・クラブのイベントにローターアクト、インターアクト、

青少年交換学生を関与させる。

≪オンラインツールの利用≫

・各クラブ2 名以上の会員が、マイロータリーのフォー

ラムに参加。半数以上がMy Rotary に入力
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橋本日吉 会長

①入江会長エレクト、本日は宜しくお願いします。

②66歳の誕生日を祝って戴き、ありがとうござい

ます。未だ若いつもりですが、体がついて行か

なくなってきております。がんばります。

辻 彰彦 幹事

結婚記念のお祝いありがとうございます。思い

出させていただき、感謝です。

上田 利久 君

先日の歌舞伎・夕食会、家内も嫁も楽しく過ご

させて頂き、ありがとうございました。ニコニコしま

す。

松崎 正実 君

先日の家族会、親睦委員会の皆様、ご苦労様

でした。家内も大変喜んでおりました。ありがとう

ございました。

石川 達男 君

お誕生日をお祝いして頂き、ありがとうござい

ます。65歳になります。

藤塚 勝明 君

創業記念日のお祝いをありがとうございます。

廃業記念日にならぬよう頑張ります。

スマイルボックス 番 桂柳 委員 本日 \9,000 累計 \629，０5０


